
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。
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平成14年７月１日（2）

市町村合併問題は、全国各地で議論され、すでに合併を実現する市町村も現れています。一方、

国は、市町村の合併の特例に関する法律（合併特例法）の財政的な措置期限を平成17年3月と定

めています。

山梨県も平成12年3月、市町村が検討を行う際の参考や目安となる「山梨県市町村合併推進要

網」を作成しました。道志村では、議会議員や職員などが、それ

ぞれ「研究会」を組織し検討をしています。市町村の合併にはど

んなメリット、デメリットがあるのか、合併するかしないかを含

めて、どのような形の方向が良いのか、みなさんと一緒に考えて

みたいと思います。

そこで、道志村では、〔合併問題住民懇話会〕を設置します。

【合併問題検討住民懇話会】
委員募集

道志村では、【合併問題検討住民懇話会】を設置します。
目的は、市町村合併問題について、地域、団体等あらゆる世代や立場の視点から意見を出し合
う中で、今後の道志村のあり方、道志村の将来像を総合的に検討するために設置します。
組織内容は、地域代表者15名で、公募委員が15名です。道志村に在住している方で、男女を

とわず、20代を５名、30代を５名、40代を５名募集します。

調査研究内容
（１）道志村将来像について
（２）合併問題について村民の意向調査の実施と分析
（３）合併問題について各種団体の意向調査の実施、分析

これらの、条件について協議するわけですが、地方分権の推進、少子・高齢社会への対応、多
様化する住民ニーズや広域的行政課題など行政を取り巻く現況は、日々変わっています。
地域ごとの「懇談会」や「アンケート」を通じて住民の意見を行政に反映していくこと

ができると思います。定員になりしだい締め切りますが、これからの道志村を一緒に考え
てみませんか。応募をお待ちしています。

お問い合わせ先：道志村役場　企画財政課　担当　佐藤（電話で受付します。）

市町村の合併は
どのようにすすめるの

　考えてみよう　考えてみよう



（3）

●市町村合併とは？
「市町村合併」とは、例えばＡ村とＢ町とＣ市がひとつになってＤ市ができたり（新設合併①）、

Ｂ町とＣ村がＡ市に編入されたりすること（編入合併②）をいいます。

●今なぜ市町村合併？
今、市町村合併が求められる理由としては、国の考え方は次のようなことがあげられます。

【地方分権の推進】
地方分権は、住民に身近な行政の権限をできる限り地方自治体に移し、地域の創意工夫によ

る行政運営を推進できるようにするための取り組みです。これを円滑に進めるためには、地方

自治体にも行政基盤を強化するための努力が求められています。

【少子・高齢化の進行と人口の減少】
少子・高齢化の進行や、それに伴う人口の減少は、地域の担い手の減少につながり、地域全

体の活力低下とともに、福祉等の財政需要の増加や税収の減少など、財政の悪化も見込まれま

す。特に、小規模で財政力の弱い市町村にとっては、これから深刻な問題になっています。

【多様化する住民ニーズ】
住民ニーズの多様化や介護保険、環境対策、生涯学習、情報化などの新たな課題に対応する

ため、市町村には財政基盤の強化や専門職の育成・確保が求められています。

【広がる住民の生活圏】
交通・情報通信手段の発達や経済活動の活発化に伴って、通勤・通学や買い物、医療など、

住民の日常生活の行動範囲は、現在の市町村の区域を越えて、ますます拡大しています。

【効率性の向上】
一段と厳しい財政状況にあるなかで、より効果的な行政運営が求められています。

C市
B町

A村

D市

新設合併

①新設合併の場合

②編入合併の場合

A市 B町

C村

A市

編入合併

No.1 市町村合併を　市町村合併を　



平
成
十
四
年
五
月
三
十
一
日
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
案
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
報

告

第

一

号
　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
度
道
志
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
））

二
、
報

告

第

二

号
　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成
十
三
年
度
道
志
村
観
光

施
設
等
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
回
））

三
、
報

告

第

三

号
　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
道
志
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

四
、
報

告

第

四

号
　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
山
梨
県
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

五
、
議
案
第
二
十
七
号
　
道
志
村
各
種
委
員
等
報
酬
並
び
に
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

六
、
議
案
第
二
十
八
号
　
道
志
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

七
、
議
案
第
二
十
九
号
　
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
道
志
村
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

八
、
議
案
第
三
十
号
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

ま
た
議
会
構
成
が
変
わ
り
、
議
長
に
村
田
充
且
氏
、
副
議
長
に
池
谷
寿
雄
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
挨
拶

村
議
会
議
長

村
田
　
充
且

初
夏
の
候
　
村
民
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
度
　
五
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
不
肖
私
が
道

志
村
議
会
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私
で
は
あ
り

ま
す
が
、
公
正
且
つ
円
満
な
議
会
運
営

五
月
臨
時
議
会

専
決
処
分
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
承
認

を
図
り
全
力
で
職
務
を
遂
行
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
日
を
追
う
毎

に
厳
し
さ
を
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。
行

財
政
対
策
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
高
度

情
報
通
信
、
環
境
対
策
等
々
の
計
り
き

れ
な
い
諸
問
題
が
あ
り
ま
す
。

二
十
八
キ
ロ
に
及
ぶ
本
村
に
お
き
ま

し
て
は
、
景
気
低
迷
の
中
で
地
域
住
民

が
豊
か
で
活
力
あ
る
生
活
が
営
め
る
よ

う
に
、
社
会
の
変
動
を
見
な
が
ら
適
切

な
政
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
又
、

住
民
不
在
で
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
市
町
村
合

併
が
当
面
の
課
題
か
と
思
い
ま
す
。
村

民
一
人
一
人
の
声
を
拝
聴
し
な
が
ら
村

の
発
展
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
懸
命

に
努
力
し
ま
す
の
で
、
ど
う
か
一
層
の

ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

役　職　名

議　　　　　長

副　　議　　長

総務常任委員長

〃　副委員長

〃　委　　員

〃　委　　員

経済建設常任委員長

〃　副委員長

〃　委　　員

〃　委　　員

文教厚生常任委員長

〃　副委員長

〃　委　　員

〃　委　　員

議会運営委員長

〃　副委員長

〃　委　　員

〃　委　　員

監　査　委　員

〃

〃

消　防　委　員

〃

〃

東部広域連合議員

上下水道委員

〃（長又・白井平）

〃（板橋・善乃木）

〃（神地・川原畑）

〃（和出村）

〃（長幡東）

〃（大室指・月夜野）

観光施設等運営委員

〃

〃

氏　　名

村田　充且

池谷　寿雄

佐藤　京行

村田　　博

長田　公明

村田　充且

渡辺　義昭

山口　一昭

山口　　輝

水越　三夫

山口　吉春

佐藤　正明

水越　栄治

池谷　寿雄

水越　三夫

佐藤　京行

渡辺　義昭

山口　吉春

佐藤　正明

山口　吉春

山口　　輝

水越　栄治

山口　一昭

村田　充且

佐藤　京行

水越　栄治

水越　三夫

長田　公明

水越　栄治

山口　　輝

佐藤　正明

村田　充且

水越　栄治

水越　三夫

佐藤　正明

道志村議会役職員名簿
（平成14年５月31日）

国民健康保険
運営協議会委員

議　会
だより

平成14年７月１日（4）



平
成
十
四
年
六
月
定
例
村
議
会
は
、
十
七
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
九
日
ま
で
の
三

日
間
と
決
め
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
報

告

第

五

号
　
平
成
十
三
年
度
道
志
村
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書

二
、
報

告

第

六

号
　
平
成
十
三
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

三
、
議
案
第
三
十
一
号
　
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

四
、
議
案
第
三
十
二
号
　
道
志
村
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

五
、
議
案
第
三
十
三
号
　
道
志
村
公
共
施
設
整
備
等
事
業
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処

分
に
関
す
る
条
例

六
、
議
案
第
三
十
四
号
　
道
志
川
渓
流
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

七
、
議
案
第
三
十
五
号
　
道
志
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

八
、
議
案
第
三
十
六
号
　
平
成
十
四
年
度
道
志
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

九
、
議
案
第
三
十
七
号
　
平
成
十
四
年
度
道
志
村
老
人
医
療
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
回
）

十
、
議
案
第
三
十
八
号
　
平
成
十
四
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
回
）

十
一

、
議
案
第
三
十
九
号
　
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

十
二

、
議
案
第
四
十
号
　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て（
道
志
村
温
泉
掘
削
工
事
）

十
三

、
請

願

第

一

号
　
夫
婦
別
姓
制
導
入
反
対
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願

十
四

、
発

議

第

一

号
　
道
志
村
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

十
五

、
発

議

第

二

号
　
「
夫
婦
別
氏
（
姓
）」
制
の
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

十
六

、
発

議

第

三

号
　
道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

五
月
の
臨
時
議
会
の
な
か
に
お
い
て
の
主
な
改
正
と
要
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
民
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
及
び

株
式
譲
渡
や
特
別
土
地
保
有
税
等
の
徴
収
猶
予
期
間
の
延
長
。

二
、
学
校
医
等
の
公
務
災
害
補
償
を
共
同
し
て
処
理
す
る
。

三
、
水
道
委
員
及
び
下
水
道
委
員
を
統
合
し
「
上
下
水
道
委
員
」
に
名
称
を
変
更
。

四
、
小
学
校
就
学
前
の
子
の
看
護
の
た
め
の
休
暇
が
新
設
さ
れ
た
。

五
、
国
会
議
員
の
政
治
倫
理
の
確
立
に
対
す
る
改
正
、
及
び
商
法
等
の
改
正
に
よ
り

「
株
式
額
面
等
を
」「
株
数
」
に
改
め
る
。

六
月
の
定
例
議
会
の
な
か
に
お
い
て
の
主
な
改
正
と
要
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
特
別
職
（
村
長
・
助
役
・
収
入
役
）
の
給
与
の
改
正
。

三
役
の
給
料
月
額
を
平
均
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
を
行
な
っ
た
。

二
、
職
員
給
与
条
例
の
改
正
。

管
理
職
手
当
を
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
を
行
な
っ
た
。

三
、
基
金
条
例
の
制
定
。

総
合
会
館
建
設
基
金
を
廃
止
し
て
公
共
施
設
整
備
等
整
備
基
金
を
制
定
。

四
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
。

観
光
農
園
前
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
を
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。

五
、
手
数
料
徴
収
条
例
の
改
正
。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
及
び
課
税
台
帳
記
載
事
項

証
明
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
、
閲
覧
・
証
明
は
三
〇
〇
円
で
す
が
施

行
は
、
十
五
年
四
月
で
す
。

六
、
議
会
の
会
議
規
則
の
改
正
。

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て
議
会
の
決
議
に
よ
っ
て
派

遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
の
会
議
規
則
の
改
正
。

七
、
東
部
広
域
連
合
規
約
の
変
更
協
議
。

情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
条
例
に
か
か
る
審
査
会
を
連
合
で
行
な
う
た
め
連

合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
の
協
議
案
件
。

六
月
定
例
議
会

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
可
決

（5）



道志村役場　優良賞

平成14年７月１日（6）

本
強
調
月
間
は
、
内
閣
が
主
唱
し
て
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。
本

村
で
も
青
少
年
総
合
対
策
本
部
が
中
心
と

な
り
関
係
諸
機
関
、
団
体
等
が
、
青
少
年

の
非
行
に
対
す
る
共
通
の
理
解
と
認
識
を

深
め
、
青
少
年
の
規
範
意
識
の
醸
成
及
び

社
会
環
境
の
浄
化
を
図
る
こ
と
を
は
じ
め

と
し
た
諸
施
策
及
び
諸
活
動
を
有
機
的
な

連
携
の
下
に
集
中
的
に
実
施
し
、
青
少
年

の
非
行
防
止
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

期
　
間

平
成
十
四
年
七
月
一
日
〜

七
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間

参
　
加

青
少
年
総
合
対
策
本
部

青
少
年
育
成
道
志
村
村
民
会
議

道
志
村
社
会
教
育
委
員

道
志
村
更
正
保
護
婦
人
会

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
強
調
月
間
」で
す

平
成
十
三
年
度
、
山
梨
県
交
通
安
全
モ

デ
ル
事
業
所
と
し
て
、
道
志
村
役
場
が
無

事
故
無
違
反
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
交

通
安
全
対
策
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
こ
の
度
山

梨
県
警
察
本
部
長
、
な
ら
び
に
（社）
山
梨
県

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
会
長
よ
り
優
良

賞
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

賞
を
契
機
に
交
通
安
全
事
故
防
止
に
職
員

一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
と
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
無
事
故
無
違
反
運
動
に
よ
り

道
志
村
役
場
、
優
秀
賞
を
受
け
る

社
会
教
育
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

久
　
保
　
佐
藤
　
智
秀

久
　
保
　
中
野
　
祐
子

長
　
幡
　
佐
藤
　
友
文
（
委
員
長
）

長
　
幡
　
佐
藤
　
亨
子
（
副
委
員
長
）

川
原
畑
　
佐
藤
ひ
づ
る

川
原
畑
　
佐
藤
　
勇
人

神
　
地
　
山
口
の
り
子

神
　
地
　
佐
藤
　
政
三

善
之
木
　
加
藤
も
と
子

善
之
木
　
池
谷
　
満
元

社
会
教
育
委
員
と
文
化
財
審
議
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

7月は

文
化
財
審
議
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

月
夜
野
　
井
沢
　
晴
男

久
　
保
　
山
口
　
智
章

椿
　
　
佐
藤
　
　
誠

竹
之
本
　
佐
藤
　
和
夫
（
会
長
）

谷
　
相
　
佐
藤
　
　
昭

釜
の
前
　
佐
藤
　
博
好
（
副
会
長
）

東
神
地
　
山
口
　
大
八

東
神
地
　
山
口
　
一
成

善
之
木
　
杉
本
　
賢
造

長
　
又
　
池
谷
　
武
文

自治会の方々による清掃作業

消防団員によるハエや蚊の予防のため消毒作業

村内一斉清掃と消毒
御苦労さまでした社

会
教
育
委
員
と
文
化
財
審
議
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
各
十
名
が
、

六
月
一
日
付
け
で
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。


